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北
方
領
土
択
捉
島
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
一
三
二
号
）
並
び
に
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
一
七
三
号
）
を

踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

過
去
の
質
問
主
意
書
で
、
対
日
勝
利
を
記
念
す
る
勝
利
広
場
を
建
設
す
る
計
画
に
対
し
、
日
本
政
府
は
ど
う
い
う
態
度
を

ロ
シ
ア
に
と
る
か
問
う
た
が
、
政
府
答
弁
で
は
誠
実
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
右
の
計
画
を
受
け
、
ロ
シ
ア
側
に
ど
の

よ
う
な
態
度
を
示
す
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
南
ク
リ
ル
発
展
計
画
の
実
施
等
で
、
島
の
ロ
シ
ア
化
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
が
進
ん
で
い
る
事
実
に

対
し
、
政
府
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
問
う
た
が
、
誠
実
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
当
方
は
、
島
の
ロ
シ
ア
化
が
進

み
島
民
の
日
本
離
れ
が
顕
著
で
あ
り
、
こ
う
し
た
現
状
を
政
府
は
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
政
府
の
見
解
を
問
う
た
の
で
あ

る
。
改
め
て
、
政
府
の
見
解
如
何
。

三

過
去
の
質
問
主
意
書
で
、
「
島
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
る
た
め
に
も
、
日
本
の
優
れ
た
技
術
等
を
生
か
し
、
共
同
経
済
活

動
を
早
急
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
考
え
如
何
。
」
と
問
う
た
の
に
対
し
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八

九
第
一
三
二
号
）
で
は
、
「
北
方
四
島
に
お
け
る
共
同
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
法
的
立
場
を
害
さ
な
い
と
い
う

一



前
提
で
議
論
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
側
と
の
今
後
の
調
整
次
第
で
あ
り
、
現
時
点
で
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
側
は
、
北
方
四
島
に
お
け
る
共
同
経
済
活
動
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
法
令
に
基
づ
い

て
実
現
さ
れ
る
し
か
る
べ
き
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ロ
シ
ア
側
に
よ
り
歓
迎
さ
れ
る
と
の
立
場
に
立
つ
旨
を
対
外
的
に
公
表

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日
内
閣
衆
質
一
八
五
第
一
六
号
）
三
及
び

四
に
つ
い
て
で
答
え
た
と
お
り
で
あ
る
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
当
方
の
質
問
に
対
し
、
誠
実
な
答
弁
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
当
方
は
、
共
同
経
済
活
動
を
早
急
に
す
る
べ
き
か
否
か
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
時
点
で
政
府
と
し
て
共
同
経

済
活
動
を
早
急
に
す
る
べ
き
考
え
は
あ
る
か
。
端
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。

四

「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
一
三
二
号
）
で
、
「
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
の
訪
日
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
の
日
露
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
と
同
大
統
領
と
の
間
で
、
こ
れ
を
実
施
す
る

こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
十
一
月
の
日
露
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
両
首
脳
は
、
平
成
二
十
七
年
の
適
切
な
時
期

に
同
大
統
領
訪
日
を
実
現
す
る
た
め
の
準
備
を
開
始
す
る
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
招
待
状
」
を
発
出
す

る
必
要
性
を
認
め
て
い
な
い
。
具
体
的
な
日
程
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て

い
る
。
右
答
弁
で
「
準
備
を
開
始
す
る
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
準
備
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で

二



い
る
か
。
ま
た
、
日
本
側
の
窓
口
、
ロ
シ
ア
側
の
窓
口
は
ど
こ
に
な
っ
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
並
び
に
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
の
訪
日
は
公
式
訪
問
か
否
か
答
え
ら
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


